
④．切刃カートリッジのクランプネジを一度緩め、再度仮締めして下さい。

①．超硬ガイド，２を取り外します。

②．製品購入時に付属のマスターガイドを工具調整時用ボルト穴にセットします。

　　※マスターガイド径はマーキングされています本製品でのみで、ご使用下さい。

③．マイクロメーターにより工具径を測定します。
　　※工具径がセットO.Kの時は手順⑧．へ
　　※工具径がセットＮ．Ｇの時は手順④．へ

　　　　　ＲＣＢＨ（切刃横スライド調整式）の工具径調整方法 1

(菱高精機・カウンター・ボーリング・ヘッド)

工具径調整時は下記手順に沿って必ず調整して下さい　調整径によってガイド径等も変更する必要があります。
出荷時セット径以外のセッティングは、お客様の責任によりセット願います。

出荷時セット径以外でのトラブルには対応出来ませんので十分に注意し調整して下さい。
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⑦．再度工具径を測定し確認して下さい。
　　※調整ネジは常に負荷のかかった状態でセットして下さい負荷のかかっていない
　　　状態で切削すると切削抵抗及び振動等で移動し径縮小、破損、損傷の原因に
　　　なりますご注意下さい。

⑤．調整ネジを調整し工具径を調整して下さい。
　　※切刃寸法と加工径の測定方法(切刃からマスターガイドまでの寸法)
　　例： 工具径φ１００セット　マスターガイドφ１００の時(寸法を実測)
　　　　　実測φ９９．９８であった　調整ネジを＋方向に調整しφ１００にセットし再度測定
　　　　　実測φ１００．００　　Ｏ，Ｋ
　　※工具径を小さくセットする時は一度調整ネジを縮めてから径が大きくなる方向
　　　　に調整して下さい。

⑥．工具径がO.Kなら切刃カートリッジのクランプネジを本締めして下さい。
　　※Ｔレンチでの締め付けを推奨致します。

　　　　　ＲＣＢＨ（切刃横スライド調整式）の工具径調整方法 ２

⑨．指定のガイドを正規の位置に取り付け本締めして下さい。
　　※Ｔレンチでの締め付けを推奨致します。
　　※その他ガイド・樹脂ガイド・サブガイドの締め付けを再度確認しお使い下さい。

⑧．手順②．でセットしたマスターガイドを取り外します。
　　※径調整時に毎回使用しますので大事に保管して下さい
　　　(本製品ボデーとセット研磨しています。)


